
コピーした地図の詳細結果 

 

※（１）地図の名称、（２）作者（判明した範囲で）、（３）作成国（作成地域）、（４）

作成年（出版年）、（５）所蔵場所（例：「１」はロシア国立図書館、「２」はロシア

国家図書館（旧シドリン国立図書館）、「３」はロシア国立海軍省文書保管所、「４」

はロシア国立古文書保管所）、（６）日本海海域名の記載状況の順で記載した。 

 

Ⅰ.ロシア国立図書館 （３７枚）（モスクワ） 

  

1.（１）「新地図書」世界地図全集、二つの半球、（東半球と西半球）、中国・ 日本・

朝鮮、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1793 年、（５）2,3,4、（６）記載なし 

 

2.（１）「新地図書」世界地図全集、アジア州、（３）サンクトペテルブルグ、（４）

1793 年、（５）2,3,4、（６）日本海 

 

3. （１）「新地図書」世界地図全集、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1793 年、

（５）2,3,4、（６）記載なし 

 

4. （１）全地図集、アジア州、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1857 年、（５）

2,3、（６）日本海 

 

5. （１）全地図集、中国、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1857 年、（５）2,3、

（６）日本海 

 

6. （１）シャブロフ・エゴルがニコライ二世に贈呈した歴史的地図書、アジア州、（３）

サンクトペテルブルグ、（４）1826 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

7. （１）シャブロフ・エゴルがニコライ二世に贈呈した歴史的地図書、アジア州（日

本の海岸線が不正確）、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1826 年、（５）2,3、（６）

朝鮮海峡 

 

8.（１）旅行用に編集された地図書、太平洋の西部（サハリンは半島として記載）、（２）

Kruzenshtern 作成、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1809 -1812 年、（５）2,3、

（６）日本海 

 



9. （１）「南海」海図書（第２部）、太平洋西部、（２）クルゼンシュテルン、（３）

サンクトペテルブルグ、（４）1824－1826 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

10. （１）東洋と氷洋の海図（サハリンは半島として記載）、 

（３）サンクトペテルブルグ、 （４）1826 年、（５）IMG 4299,IMG 4300, IMG 4301、

（６）2,3、（７）日本海 

 

11.（１）「世界」、フランス語の軍用地図書、（３）パリ、（４）1862 年、（５）2,3、

（７）日本海  

 

12.（１）「地理的地図書」、太平洋の西部、（２）N.ズエフ編集、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1853 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

13.（１） 「地理的地図書」、太平洋の西部、（２）N.ズエフ編集、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1853 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

14.（１）「青年および歴史本の全ての読者のための地図書」、太平洋の西部、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1735 年、（５）3,4、（６）東海 

 

15.（１）「青年および歴史本の全ての読者のための地図書」、太平洋の西部（日本と

サハリンの位置が不正確であり、朝鮮が島として記載）、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1735 年、（５）3,4、（６）記載なし 

 

16.（１）「青年および歴史本の全ての読者のための地図書」、アジア州、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1737 年、（５）3,4、（６）朝鮮海 

 

17.（１）「青年および歴史本の全ての読者のための地図書」、アジア州（朝鮮は地図

に掲載されておらず、日本の海岸線が不明確、蝦夷島(北海道) はカムチャッカ付近に

記載）、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1737 年、（５）3,4、（６）中国海 

 

18.（１）Vebel 旅行の報告地図、太平洋の西部（作成当初、日本と朝鮮の間の海域に

は何も記載されていなかったが、その後「日本海」の印が押されたと思われる）、（３）

サンクトペテルブルグ、（４）1889 年、 （５）2, 3、（６）日本海 

 

 



19.（１）「朝鮮、対馬を含む半島」海図、1857 年のイギリスの地図及び「アメリカ」

丸の報告に基づき作成、（２）海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、（４）

1862 年、（５）2,3、（６）記載なし 

 

20.（１）「朝鮮半島、南岸」海図、（２）海軍省水路図課、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1861 年、（５）2,3、（６）記載なし 

 

21. （１）「日本海」日本海と黄海の海図、ロシアとイギリスの最新海図に基づき 1884 

年訂正、（２）海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、 

（４）1884 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

22. （１）極東のメルカトル式海図、日本・韓国・満州、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1861 年、（５）2, 3、（６）日本海 

 

23. （１）「日本海」、タタール海峡の一部を含む日本海北部のメルカトル式海図、（1859

年ロシアとイギリスの海図に基づき作られ 1861 年訂正、 

（２）海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、 

（４）1861 年（作成年）、1864 年（出版年）、（５）2,3、（６）日本海 

 

24.（１）「日本海」－タタール海峡の一部を含む日本海北部のメルカトル式海図、ロ

シアとイギリスの海図に基づき 1861 年訂正、（２）海軍省水路図課、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）1861 年（作成年）、1871 年（出版年）、 

（５）2,3、（６）日本海 

 

25.（１）「日本海」、日本海と黄海の海図、ロシアとイギリスの最新海図に基づき 1880 

年訂正。（２）海軍省水路図課、、（３）サンクトペテルブルグ、 

（４）1880 年（作成年）、1890 年（出版年）、（５）2,3、（６）日本海 

 

26.（１）「北極洋」海図、1844 年に最新報告に基づき作成され 1864 年訂正、（２）

海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1864 年、（５）2,3、（６）朝

鮮海 

 

27.（１）「太平洋、北部」、1630 年の太平洋の北部の海図、（２）アメリカ議会付属

図書館地理・地図部基金（カムチャッカがなく日本の海岸線が不正確）、（３）リスボ

ン、（４）1630 年、（５）4、（６）記載なし 



 

28.（１） 「太平洋」、太平洋の西部、海図、（３）ロンドン、 

（４）1841‒1869 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

29.（１）「日本、海岸」海図、（３）ロンドン、（４）1862‒1869 年、（５）2,3、（６）

記載なし 

 

30.（１）「太平洋」海図、太平洋の西部、（３）ロンドン、（４）1869 年、（５）2,3、

（６）日本海 

 

31.（１）「北極洋」北極洋と東洋の海図、1871 年訂正。（２）海軍省水路図課、（３）

サンクトペテルブルグ、（４）1871 年、（５）2,3、（６）朝鮮海 

 

32. （１）「アジア州地図」（日本の海岸線が不正確でオホーツク海が太平海と記載）、

（３）サンクトペテルブルグ、（４）18 世紀、（５）2,3,4、（６）朝鮮海 

 

33. （１）「地球儀：アジア」（日本の海岸線が不正確）、 

（３）サンクトペテルブルグ、（４）175？年、(６)朝鮮海 

 

34.（１）「太平洋、北部」、太平洋と南洋におけるロシアの貿易及び航海の発達に便

利な本格的な地図、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1787 年、（５）3,4（６）朝

鮮海 

 

35.（１）「Bugenvil, Survil, Dampier によって発見された島を含むアジアの本格的

な地図」、（２）ゲリソン作成、マクシモフによる編集と追加、（３）サンクトペテル

ブルグ、（４）1807 年、（５）2, 3、（６）記載なし   

 

36.（１）「北極洋」北極海と東洋の海図、1844 年に最新報告に基づき作られ、1880 年

訂正、（２）海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、 

（４）1880 年、（５）2,3、（６）日本海 

 

37.（１）「北極洋」北極海と東洋の海図、1844 年に最新報告に基づき作られ 1860 年

訂正、（２）海軍省水路図課、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1860 年、（５）

2,3、（６）朝鮮海 

 

 



Ⅱ.ロシア国家図書館（旧シドリン国立図書館） （１１枚）（サンクトペテルブルグ） 

※2006 年末に改称。 

 

38.（１）「日本と中国」（英語による地図）、（３）不明、（４）1890 年、 （５）3、

（６）日本海 

 

39.（１）「中国と日本帝国」（ドイツ語による地図）、（３）ライプチヒ、（４）1852

年、（５）3、（６）日本海 

 

40.（１）「日本、韓国と満州の一部」、（３）ロンドン、（４）1899 年、（５）1,3、

（６）日本海 

 

41.（１）「日本、韓国及び満州の一部：戦地図」、（３）ロンドン、 

（４）1898 年、（５）1,3、（６）日本海 

 

42.（１）「日本と韓国：地理的地図書」、（３）ワシントン市、（４）1899 年、（５）

1, 3、（６）日本海 

 

43.（１）「地理的地図書」（英語による地図）、（３）不明、（４）1899 年、（５）

3、（６）日本海 

 

44.（１）「中国と日本」（ドイツ語による地図）、（３）ヴェイマル、（４）1832 年、

（６）日本海 

 

45.（１）「中国と日本」、（３）ロンドン、（４）1875 年、（５）1,3、（６）日本

海 

 

46.（１）「日本と中国」、日本・中国・韓国とタタール海峡の全海図 

（フランス語による地図）、（４）1749 年、 （５）3, 4、（６）日本海 

 

47.（１）「日本帝国」、（３）ベルリン、（４）1897 年、（５）1,3、（６）日本海 

 

48. （１）「日本・朝鮮」（日本の記載が不正確で朝鮮は島として記載、 

（３）不明（本地図は珍しく他の図書館にはない）、（４）17 世紀、（６）記載なし 

 

 



Ⅲ.ロシア国立海軍省文書保管所 （１枚）（サンクトペテルブルク） 

 

49.（１）「エカテリーナ二世ラクスマン陸軍中尉によって訪日後に編集された地図」、

北海道、（３）サンクトペテルブルグ、（４）1794 年、（６）記載なし 

 

当保管所が移動予定のため、公開が見合わされている。地図目録を見ることができた

が、ほとんどの地図がロシア国立図書館に所蔵されていた。保管所で上記の地図のみを

撮影した。 

 

Ⅳ.ロシア国立古文書保管所 （モスクワ）（２枚） 

 

50. （１）題名なし、北海道と日本海の一部の地図、（２）シェバリン作成、（３）推

定出版所はオホーツク市かボルシェレーツク市（カムチャッカ）、 

（４）1770 年代前半、 （６）朝鮮海 

  

51.（１）日本を含むイルクーツク州の地図、（４）1817 年、（６）記載なし  

 

Ⅴ.ロシア帝国外交古文書保管所 (モスクワ) 

当保管所では研究者へ地図の貸し出しが不可能で、コピーを撮るのも禁じられている。

20世紀中葉、ロシア歴史図書館が当保管所の地図をもとにいくつかの地図帳を作成し、

ロシアの様々な図書館に保管されている。 

  

Ⅵ.国立地理学協会古文書保管所  (サンクトペテルブルグ) 

当協会付属図書館には地図はあるが、未処理の状態であり、研究のための許可を取得

できなかった。 

 

備考： 丸括弧には同じ地図が保管されている保管所と図書館の番号を記載している。 

 


